
 

 

限 界  

 「もう限界です」という言葉は、使う人によって大きくその意味が違ってきます。 

ある50代の女性が、職場の男性上司に自分が『限界』であることを伝えました。体力的

に、精神的に、環境的に、ご自身のキャパシティを超えていると感じられての発言です。女

性によると、上司の男性は面倒見もよく、大変、優しい方なのだそうです。「疲れたなら休

んでいいよ」とよく仰る方です。意志も強く、頼りがいもあって、約束は必ず果たしてくれ

る人でした。 

 

 女性はその仕事にやりがいを感じていましたし、ご自分に私的な用事があるときなど、い

つも仕事の予定に融通を利かせてくれる上司に感謝もしていました。職場での人間関係も良

く、長年問題なく働いていた女性にその『限界』はある日突然やってきました。 

仕事中、ちょっとしたに刃物を使った作業でケガをしてしまわれたのですが、すぐに対処

し大事に至らずにすみました。ひと月ほど経ち、ケガの回復も感じられる頃になって、急に

何もかもが無理だと感じるようになってしまわれたのです。楽しかったはずの職場に、なぜ

か居るだけで苦しくなってしまったり、自分が自分ではないような感覚に陥って、「生きて

いる感じがしない」というのです。病院で、気持ちを落ちつかせるお薬をもらって飲まれて

いましたが、もやもやした感覚がなくならないため、知人のご紹介で私のところにいらっし

ゃいました。 

 

ご自分の気持ちや感情を後回しにして、目の前の『やるべきこと』を優先される性格の方

によくあるのですが、『限界』を超えてから初めて限界を知るということがあります。例え

るならば、ガソリンメーターのついていない車のようなもので、ガス欠になって止まるまで

給油もせず運転してしまう可能性があります。また、そのような人の『限界』は周囲からも

わかりづらく、倒れられるまで気づいてあげられないことも多いのです。 

  

「余裕でいられる」青信号から、「危険を知らせる」赤信号の間にあるはずの「そろそろ

注意」を示す点滅や、黄色信号がないため、少し前まで「大丈夫」だった人が、突然「無

理」となり、気づいたときにはすでに遅しということがあります。 

そして、このような人たちは、心療内科やカウンセリングに来られた時点で「何が起こった

かわからない」という状態でいらっしゃることが共通しています。先に挙げた50代女性の

お話しも、時間をかけて私たちが丁寧にお話しをうかがうなかで、ゆっくりと浮かび上がっ

てくる物語です。 

 

ご自分の限界に気づかれるまでに、熱を出したり、頭が痛くなったり、めまいや吐き気、

原因不明の腹痛や、時にケガや事故に見舞われて・・・というプロセスを経る人もいます。

ご自分の疲れや不調を「たかがこれくらいで」と思われる性格が影響する部分もあります

が、上司が良い人であったり、職場に愛着を感じていることも『限界』に気づきづらくさせ

る場合もあります。ストレスチェックでは出てこない、ストレスとしてご本人も自覚されて

いないストレスが潜んでいることもあります。 

 

 



 

 

そして上司のほうも、ご自身が優秀であったりタフである場合も部下の状態を軽くみてし

まうこともありますが、私が気になるところは他にあります。それは、その上司と部下の

『やりたいこと』の違いです。 

この女性は以前、上司から「限界なんてものはないんだよ、自分で決めてはいけない」と

いう言葉を何度か聞いていたことを思い出されました。チャレンジ精神の旺盛な上司が、い

つもポジティブに問題に向き合って乗り越えて行く姿を尊敬されていました。そんな上司の

ことをこころから尊敬していましたし、ご自分もその手伝いをして役に立ちたいといつも考

えておられました。 

 

現代社会では、ストレスは心身をむしばむ悪いものとして扱われ、できるだけ無くそうと

いう風潮がありますが、この上司のようなタイプには逆効果だったりもするのです。むし

ろ、負荷（ストレス）がかかることでやる気が湧いてきて、「乗り越えてやろう」と闘志を

燃やすアスリートのようなタイプです。 

この上司のような方は、周囲から気を遣われて仕事をセーブされたり、ハードルを下げら

れたりすると、逆にモチベーションが下がってしまい無気力になることもありますし、ひど

い時にはうつ状態になってしまわれることもあります。 

しかしながら、この女性は上司とはタイプが異なります。上司は『やりたいこと』と『や

るべきこと』がだいたい合致しておられるのです。だから「限界は乗り超えるもの」と思え

て、ストレスは「張り合い」や「やりがい」というエネルギーに変換されていきます。 

これに対して女性のほうは、「尊敬する上司の役に立つため」に『やるべきこと』と向き

合っておられるので、ある程度のところで『限界』が来てしまうのです。『やりたいこと』

ばかりをしている人は、他人にとってのストレスも糧になり楽しむこともできますが、『や

るべきこと』に主にエネルギーを費やす人は、どこかで線を引いて『限界』の枠を作ってお

かないと、壊れるまで走り続けてしまいます。 

もちろん『やるべきこと』に重きをおいて仕事をすることが悪いわけではありません。

『やるべきこと』がやれていないと満足できなかったり、やれていると充実感を感じること

も事実です。ただ、ご自分の『やりたいこと』をしっかりと自覚していただくこと、大切に

していただくことで、改めてご自分の仕事を見つめ直す機会ができます。先述の女性も仕事

だけでなく、ご自身のこれまでとこれからの生き方を考えるチャンスにされました。ここで

は語れませんが、人生というドラマの奥深さを感じる場面がいくつもありました。 

 

人によって『限界』は超えるための壁であったり、超えてはならない一線であったりする

のです。私が出会ってきた人たちの様々な『限界』は、それぞれの人生の物語が『限界』と

いう意味の幅広さを教えてくれていました。 
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